




目的 

母乳栄養のもつ意義の重要さは今日では広く知られていることであるが,未熟児であった

り何らかの疾病のために長期間病院に収容されている新生児の場合には母のもとに居ない

だけにこの大切な母乳の投与も受けられない可能性も高い。昭和 58 年度に報告した如く全

国の主要新生児未熟児施設での調査でも,数ヶ所を除いては母乳の投与されている率は

75%を超えてはいなかった。 

私達の施設でも 70%弱の母乳投与率であった。そこで,この 3 年間に対策を講じて母乳栄養

率を増加させること,母乳が投与されないケースではどのような理由で投与されなかった

のかを調査することにした。 


